
近代年留の出現と絵師の役割

した改 中心に

辻 CJ11議）

0. はじめに

このような庶民のささやかな窓安であった素朴な飾り

なジャンノレを形成し、

(1981上： 7-9）が、近代

っ
ていないが、水援の

露をあ

iす

(1807-1891) 
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変わりなく、西洋人を撲殺するさまを描いた木抜画などの印行に、その狂喜の

様子が見てとれるという。臨家の幹部が反帝の意を表した罰童話に百を止めるほ

ど、それらが流通していたことがわかる。

こうした関販は清仏戦争 (1884.8-1885. 6）以降さらに盛んに流通して、僻地

の人々にも国博を結え、国民意識の形成や愛国心の高揚、政治への関心を喚起

した。その背景には、洋務運動の一環として電信電報機関が設置され、従軍記

者によって電報で怯えられた戦況や事件を笠日から 313のうちには新額が速報

するようになり、また新開報道に図版が用いられるようにもなり（方漠奇 1981

上： 52-55）、庶民が構報を得易くなったことがあげられる。そして新間報道な

どで得た情報にもとづいて、上海や蘇州、！のを手踊の絵師たちが、それらを画面に

具現化し庶民に還元していった。こうした年間をはじめとする時事醸酒の流通

の増加は、国内外の時事や珍関奇談を扱う酪報 cw点石斎商報』（申報館）
1884. 5-1896. 12）の創刊も促したほどであった（辻 (Jll額） 2004: 244）。そし

てその図版は、やはり年留の絵師たちが扱当した。彼らがこうした報道函版を

ていたことは、庶民の嬰望と社会の動静の双方に通じ、自らも進取の棟

、たことを議わせるの

このように庶民に流通する年額をはじめとする摺りものに現れていた反帝愛

留め怒いは、日清戦争（1894.8-1895.4）以降になると、自国の強化と再輿を期

きとともにー騒顕著になる。庶民の間では、日清戦争以降にな

ると、鰯1吉だけでなく天津の砂糖の小売j苫が小型の木版戦争爵を売るようにも

なり（玉樹村 1991下： 539）、持泰への関心がますます高まっていたことがわか

る。一方官僚I］でも、康有為（1858-1927）や梁容認 (1873-1929）が皮帝愛盟、

維新改良を訴え、政府や知識層に影響を与え戊戊の政変（1898.6-9）が起き、

また義和問事変（1900.6-1901. 9）の後は、政府も擬く改革の動きを見せ始めた。

そして彰翼仲（1864-1921）においては、国都北京を拠点、として新開や甑報を用

いて、庶民を対象として愛国のために社会の改良を呼びかけ、啓蒙活動を推進

した。彼の提唱に敏感に皮応したのが、 i券接する年画産地、天津楊拶p青の絵師

たちであった。

本穏では、とくに近代社会に反帝愛国、維新改良の気遼を高揚させることと

なった新しいジャンノレの年甑の展開、及びその作り手である絵師の視点、に着目

したい。新中国では為政者が、年画を盟策宣伝に有効な視覚媒体として用いて
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いる（辻（J11議） 2003）。そのよう

り、彼ら

どのように捉え、伺を訴えようとしたのか、年留を分析し

ついて検討する。

における呼称に詫い、従来の吉祥物など

とし、近代に現れた特異なものを近代年商とする。

そしてそのうち、とくに戦簡や近代文記念取り上げたものを持率年輔、口

はそれを

1. 

る。

清仏戦争i立案援、年闘が捉えたよう

と呼称

自の接ろに産地がわかるものについて

(1837-1917）の率いる累族主堂の勝手Jjを

（上海）などや、

、て （市古
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宙三1990: 125）、両者の攻防は紛糾した。しかし最終的に仏側の要請にr,tじて

した天津条約は、ベトナムにおける保護権を承認し、また清国との謹路貿

易を許可し、あらゆる点、で仏側の襲求に応じたものであった。

題1-1は締結の場面を捉えた、呉友如（？－1893）による f法人求和Jと

された年間である。呉友如は、『点石斎臨幸設jにも問じ題材の f和議題押J（関

1-2）を描いている。呉はもともと年商の絵師であったが、技量に優れ宮廷にも

呼ばれるほどであった。のちに申報館に引き抜かれ本画報の中心的な絵師にな

った。両国を比較すると、後者は遠近法により会場全部を見捜せるように描か

れ、画罰に条約内容が挿入され、室内の調度や各盟領事まで縮かに描かれてい

る。一方前者は余分な調度品は省かれ、李鴻意（1823-1901）をはじめとする清

盟側代表と、「法人孤按jの文字が見える仏領I］代表のほか、英独の代表が描かれ

る。表題の如く祷盟側がよ躍に立って、彼らから拝礼を受けているさまに焦点

が当てられている。孤抜（Courbet,Amedee Anatole Prosper) (1827-1885）は、

にも記事が掲載されたり u法菌孤抜J（張奇明 2001-1:144））、
とともに肖像が揚載されており (f孤抜真像J

2001-2 : 55））、中国の庶民も関知の敵将である。

時lg誌の疲弊を暴露し、列強の侵攻な一勝加速することになった日清戦争に取

したものも、日夜大戦高蕗平壌域j、f勉打臼本国J（歯2) （山東省楊家士事）

など数多く印行されている。議震の砲弾が日本援を猛攻撃するさまを描いた圏

2は、額面左側の？青E誌の銃砲はまっすぐ日本翠に向けられ、銃火が描かれてい

るが、日本窓側の銃抱からは銃火が見られないばかりか散俄iを向いておらず、

陣営も乱れている。また日本軍の後方には外間人と見られる人々が掛かれ、そ

の上部には f和議（義は議の誤り口筆者）Jの文字が見える。これは日清戦争の

結末を示したもので、列強諾患の調停下に下関条約（日清講和条約）の締結iこ

至ったことを暗示している。そして麗史が示すように、戦践は近代北された臼

本軍が鑑勢で、靖国は95年4月 17 l:lに講和条約の締結を余儀なくされた。

その下関条約締結の場面を捉えたものが f両思合好J（縁家主事）である。絵師の

操作によるのか、誤った構報によるものかはわからないが、上部には済震が百

戦百勝し、日本側が和議を求めて締結に歪ったとの文言がある。また中央に段、

臨きながら「日本語之j と封箇に蓄かれた書状を差し出すのが見える。

また前掲と同じ場面を捉えた f各国欽差会関学信組義和図J（関3)（蘇チ！？挑花
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どもある。

そして留都北京を揺るがし、清朝iこ封建体制の改革を余儀なくさせた義和田

事変も、様々な場部から捉えられている。 f回復天津J（楊柳育）は、葉土成（？

-1900）による天津等間の激戦を描いたもの。溶仏、日清戦争以来の勇将護士成

は、義和問の乱においても、？青主要を率いて八関連合窓に当たるが、激戦の中で

壮絶な死を遂げたとし、う。表題とは異なり、 7月 14 !3に天津は陥落したが、

本国は彼の勇士を讃えるために努j出されたのであろう。

そして史実を辿れば、 19 0 0年8J:l 5自の未明、日本憲を先鋒とする八罷

連合軍が北倉に侵攻した。北倉は天津近郊にある政府の糧稼の備蓄基地で、清

1万5千人がその防衛に組織された。未明に始まった戦闘拡午前9時には北

倉が陥落し、清潔は檎村に退き、同 7!3 Iこは楊村も絡落している。こうした一

連の戦いを播いた年額には、 fフミ津北倉義手口自民大磁洋兵」（楊柳脊）や「天津

北会中~臨戦大勝j があり、いずれも北倉で入国連合軍を大破する様子を捉え

てい

また f李議室帥勤王賂退西兵鴎J（上海）は、表題などから、李鑑帥すなわち李

(1830-1900）の統監下に鰯成された勤主主義が、日本主震を中心とする北京へ

した八関連合軍と北京近郊で遼遣し、その戦闘場面を描いたもの。挿入文

日本1Jlllに千余人の死者を出し、北京では勇気百倍を得たとある。前掲の

ように八関連合軍は楊村を臨務させ、さらに北京に向けて翠を進めるが、盟都

北京への侵攻を許せば、まさに国家滅亡の危機に直面する事態である。それを

米恭にi詰ぐことは勇気百倍の出来事であろう。ところが実際は、西太后
(1835-1908）の命を受けて李欝帥の勤王翠が涼遣され、 8月8!3に両軍は天津

郊外の挙房村で道通するが、翌日には清窓慨が敗退した。そして西太后の期待

を一身に受けた李は、箭壌の余り自殺し、 8月 14 !3に北京域内が侵攻される

と、翌朝米明に西太后は逃亡した。

こうした庶民の顕いをど表した持率年頭の中にはJ天津護軍門会開関中堂校習

ー箪水陸操演習J（上海）のように、戦闘の英雄による水接戦の摸習の様子を描

いたものもある。葉軍用とは、入国連合軍による北京侵攻に抗し勝利するさま

が多く描かれる蓋揺祥（1840-1908）の援隊のことである。例えば f輩皇室内楊村

設計敵蕗兵図J（上海）や f蓋翠門設計大破~兵j 、 f天津壊伏地雷，蓋窓同大勝

西兵jなどがある。護福祥は、 18 6 2年甘粛省の回教徒の乱で起兵したのち、
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し、

り、北は松誌江流域に、

らえるさまが播かれ、列強の侵攻に対する怒り

また r13独両筆大戦青島鼠J（河北省武強）や r13 
は、中国の議議を巡る列強情i土の戦いである

ある。揺綾には、「ー

も挿入されてい

として禁忌されてき

り返される中で、ますますそ

、た

り上げられ、史実iこ龍わらず自患の勝利や毅将の

めていった。

2. と改良年閣の展開
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名を詰謀、字は翼伸、江蘇省長介j県（現蘇州市）を原籍とする。

祖父彰語家が成豊年開（1851-1861）に武英殿の大学士軍機大臣をしており、祖

父宅で生まれその後も北京に屠｛主する。宮職に就くが、義和田事変による八題

連合翠の北京侵攻を良の当たりにしたのを契機として、皮帝愛菌、維新改良を

かかげて君事蒙活動に没頭してし、く。彼はその活動の対象に庶民を据え、彼らが

理解できるように彼らの文化を利用し、またその改良を捉すことで務翠活動を

展開していった。そうした活動の中で、彰は年爵が庶民に及ぼす影響iこも言及

し、一方で絵師たちは彼が創刊した画報や新関での諾唱な年聞に具現化させて

し、る。

彼は生謹iこ3種の画報及び新簡を創刊している。始めiこ関髄と口語体の解説

よる子ども向けの『啓蒙画報J](1902. 6-1904. 12頃）、ついで一般大衆向け

の口語文による『京話日報』（1904.8-1906.9、1913.8-1915. ？、1916.?-1922. 4）、

そして官界に向けて文語文で『中惑報J](1904. 12-1906. 9）を宵行した。『中撃

は官｛員I］の知識を広げ維新改良を提唱し、彼らを啓蒙するために創刊され、

ニュースや政治論説会主とした。『啓蒙直言報』と『京話日報jは、庶民

させ、封建的な社会及び患考の改良の必要性を説き、逼迫した

らせることなどを8的としたのそしてとくに庶民を対象とした問

、発行地北京に隣接する天浮揚板！育の年闘に影響を与えることとなった。

ところで『啓蒙画報iは、発行期日が 1日1枚、王手丹羽、月刊などとたびた
び変更され、また合本されて一月毎に発刊されるなどした。さらに求めにr,tじ

重版も行い、その擦に自銭を付して発行年月日が剖諒されるなどしたために、

実見した合本販で；玄関議、暗号、頁誌記されているものの、厳密iこ発行年月日

を特定することができない。また『京話臼報』 i土日子ljとされるが、やはり同様

に号・数頁数が記されているほかは、発行年月臼などの記載がない。そこで本議

では、『啓蒙画報Jについては萎緯堂（1985）及び北京大学問芸書館で収蔵時iこ付
された発行年により検討したものを、『京話回報iは北京大学臨望書館による発行
年を採用する 20 以下『啓蒙欝報』を引用する場合、記事題目に記事分讃項自

及び発行年、冊号、資のJI演に付記する。 f京話臼
行年、手5・数、頁のJI壌に付記することとした。

については、記事題自に発

としたのは、開館におけ

る全所蔵分で、『啓蒙画報Jについては 19 0 2年第1蹄から 19 0 3年第 12 
罷まで、『京話日報』は19 0 4年第1号から 19 0 6年第75 1号とする。
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えていたのであろうか。 こ

（留6-1)の口語体の挿入文と開

その内容は、村に一つしかない生活用

とした人がいたc 村人は弁戸水が諮るのでやめるよう再三注意したが欝

き入れず、その人は井戸をさんざんにかき回し、結局薮読も探せず、水も飲め

なくなってしまい、村人からも遠ざけられたという 猿が出たぞと
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たびたび駿をつく少年が、本当に猿が出たときに助けを得られなかった、とい

うイソップの寓話に基づく f莫作読書J（鴎9-1) （倫理、 1902年第7冊l頁）辻、

f莫説競話J（図9-2）の挿入文と概ね一致するだけでなく、関簡の構闘も類似

している。

このlまか年歯の挿入文と類似の表現が含まれている解説文があるものとして、

f論機器J（格致、 1902年第3冊5頁）の一部記述が、「女子自強J（関10）の挿入

文と一致する。それ辻、中国が弱小国となっているのは、婦女が議室足をし、万

事男子に依存しているためである。男子も疲弊し、その結果嬬女も共倒れとな

るといった記述である。

これらの改良年題は、いずれも 18世紀初頭の創業とされる楊柳青の老舗で

ある斎健峰商店の部行である。第9代自の域主が日本iこ留学し、自国の現状を

自の当たりにしてその湾輿を期し、彰の提唱を受けて絵師たちにこうした年酪

の縦作を依頼したという（王嶺村1998-1:31)。

に次いで創刊した『京話日報Jは、北京及び各省のニュースと
ユースと社説を主とし、庶民の知識、知力の向上をめざした、

口語文の新開であった。錨格は庶民の手が題くように飴1個、濯

に押さえられており、実際に読者層は蕗店主、手工業者、娼妓、学

ど嫌々であった。また政府官吏や知識人など上層の入が見ること

も少なくなく、商太后も毎回目をど通していたといい、販路は北京だけでなく、

西は隣酒、甘粛省、東は黒竜江、吉林省iこ及んだ（謀、激浪 1960: 123）。盛時の

発行部数は1万部に透したとされる（梁滋漠1960: 108）。本紙にイギリス人に

よるアフリカでの中国人奴隷の虐待や、ドイツ入による侵攻地山東省や北京で

の市民に対する横暴などが紹介されると、早速関係各国大使などから政府に対

処の要請が来たという（梁激i箕 1960:106-10針。本紙が広く読まれて、社会に
一定の影響力を持っていたことの証友であろう。

彰翼｛ゆが推進してきた反帝愛国、維新改良の活動は、本紙によって一層旺盛

に展開されている。前掲のような外国人による自罰及び自由民に対する模暴や

中間人官吏の腐敗、無能などについて、実際の取材ーなどの論拠に基づき記怠れ

た。また妓擦の解体やアへン禁建など社会の清持化を呼び掛けた。そして教育

の普及を器唱し、自らも学校を開設しそれを実践した。また女性における学問

の振興及び経済的独立などの社会参加を積極的に提唱しており、そのための纏
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ぴコ

ある。

なし

記述は以下の通り。

で

るが、我々が活字を入れ

一ヶ月もし

で

の

は前喝のように、

こともある。Jとあるが、これ以喜む

なかっ

に言及し、その

いる。

｛臨E賓の改良について
」て
」
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f印板商j とあるが、楊杉p青という地名などからも年画とみてよいであろう。

また楊調青では年画の工房で提灯用の絵も制作しており、正月期に用いるもの

であれば年商の一種として捉えられている。

このように彰翼仲は識字できない庶民に対する知力の向上、維新改良を念頭

においてそれに役立つものとして、彼らが愛好しその生活に密接で、理解の容

易な図醸の改良iこも言及しているのであるcのちになって中国共産党の幹部が、

兵士や美術の専門家である工作員に対して、識字できない畏衆に対する~i云に

視覚媒体を多用することを推繋し、笠伝への庶民文化の活用を示唆する（J11瀬

2000 : 18-24）。一方彰翼仲による年酪の改良の提唱は、成民であり、作り手で

ある絵師に寵接的になされた。それが絵師たちに受け入れられて、年商の改患

はより迅速に円滑に為されたといえよう。そして『啓蒙画報』の創刊以来一貫

して行われてきた、反帝愛盟、維新改良の提唱が、人々によく浸透していたこ

としてあげられよう。

ける皮情愛国、維新改長を期して行われた様々な提唱を、絵師

に受容し年間に反映させているか、その顔面iこ見ていくこととする。

された反務愛国の活動で、最も広範な支持を得たのが救国募金（涼

）である。北京で写真館を営み、キジスト教徒でもある王子貞（生

は、自身も入国連合軍による北京捜攻に遭遇した経験を持つ。彼は本

を私費で開設し、その記事などについて解説をしていた。そこで行

った八題連合軍に対する賠欝金についての演説に基づく社説 f尚友講報処的諮

(1905年第 374号 1-2頁）を、彰翼｛中と連名で本紙に掲載した。それは、

4億5千万両を毎年返済していくと、光緒60年以上たって漸く完済でき、利

息をあわせると 9億万悶に達する。それを賄うため盛んに民衆から徴説しよう

としているが、そのための費用なども含めると民衆が賠うのは 10 0穣万両で

もすまされない。全開41]意の人が心とカを合わせ、早期に一度にこれを支払え

ば、国を教い民を救い、ひいては自身を救うことになると、いわゆる救国募金

を呼びかけたのであった。

天津楊移p脅の斎鍵設題店と並ぶ老舗、裁康増額店による f愛盟大撲濡J（関

11）という年闘がある。そこには以下のような文言が挿入されている。

東安市場会友講報社的ト先生 曽在報社内口接－｛！回大関萌翠鱒 六尺多高
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ので；まないだろう

(1995 : 113) 

れ、ま

えよう。

と題さ あ

も閉じ

したも

与えるものとし

rl 



て、演劇の改良を訴える論説が度々掲載されている。また女性解放や愛国をテ

ーマとした新劇の宣伝や脚本全編を掲載したものもある。彰は漬劇界とのつな

がりが深く、役者に対して、自分を卑下せず、常に社会教脊の一端を担ってい

るとの自覚告と持つように説いていたという（梁激箕 1960: 112）。新東jf女子愛

臨jは、震旦菌で辻仁義忠信を麓んじる余り、隣国の慢攻を許してしまった。

役人下良法は国家存亡の危機から脱するため、出家再建を託す賢者を探すうち

に、魯憂葵 (531J名禁憂基）という女性に尋ね至った。彼女は外国にいる兄から、

留外の軍事や政治、経済などについて知識を得ており、議室足の弊害や女散の解

放や参戦を訴え、売思的思想などに反対し、良策を提示したという物語。本紙

の19 0 6年第63 5号から周年第66 4号にわたり、毎号第6真に脚本を全

て掲載する。斎鍵騒酷店の f女子愛国J（図12）は、この劇中場面を捉えた年画

で、イ云続年画に見られる手法により、人物の傍らに役柄名が挿入されていてわ

かり

また

、。
f啓蒙顕報i以来アヘンの寄惑についても訴えており u禁止扱纏J
1903年第9冊20頁）、本紙でもアヘンの禁壊に関する社説などが掲載さ

れている (r狼心断洋建J1905年第194号1頁）。戊戊の政変以前から社会の改良

を展捺していた役者.!fl捺雲（1864-1925) 5は、彰翼｛中にもそ

され（梁激冥1960:112-113）、たびたびその名が本紙でも見られ

る。たとえば新劇 f窓輿女子jは、身命をなげうって女性の学間接輿のために

女学校の開設を訴えた、統外！の女性、瓜欝哉氏恵輿（1870-1905）の実話に基づ

き間際繋が脚本演出主擦を手掛けた。本紙の 19 0 6年第62 9号3頁には、

その公演に先立ち、本館の王子貞らが登壊してその主旨について諜説すると、

人々は熱心に関き入ったとする記事が掲載されている。彰翼仲らと演劇界の人

士とが愛国、維新の運動を連携して展開していたことがわかる。また彼が主演

したアへンの禁援を主題とした f傘接徐花jの一場留を捉えた f新排洋盟締挺

傘楼徐花J（閤13）は、河北省の武強年商産地で印行されており、運動の広がり

を窺うことができょう。

そしてやはり『啓蒙麗報jに始まり本紙に至っても、学校教育の普及や女性

の解放を訴えた社説は枚挙にいとまがない。そうした中で学校開設や、女性の

学罰振興、男女共学や纏足禁止、｛語教蓄を教科書芸としない新式教育の普及が提

唱された。こうした嵐識が社会に浸透しつつあること、またそれが遅々として
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281-291）。

ところで、

さ立もていること

（箆10）や、

に武強で制作されたもので、ーコマづっ

るむ

されていたが、それが仔われていたか

(1998 : 285-286）によれぽ、 1

に、依熱として女子に

法や「兵式体主義jが免2除され、

られ、それは 19 1 9年の五器

められた、とある。つまり畏盟初年では、兵式語ii議が行われていなかったこと

がわかる。

るやで、工

など、やはり完全なる男女平等ではなかった。

ると、こうした年頭の印特は、

くことによって、

たものともとれる。前揚の

男女平等の見地から女性も
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（付録138号、 1902年第6冊樹）で、選羅国（現タイ思）では近衛翠に女

性が400人いることをあげ、本来荷性の完ljなく盟のために尽力できるとし、

それを不可能にする鐘足について批判する。北京や沿海都市部だけではなく、

臨 14のように地方の絵舗によっても「女学議演操jが即行されていたことは、

そうした風潮の広がりを窺うことができる。また f諜子教女J（山東省平度） Iこ

は、男の子には勉学を教え、女の子には家庭的なことを学ばせるとしづ様子が

描かれる。やはり民国初期のものとされ、地方に根強く残る封建的な風潮を率

誌に描くことで、男女の不平等を訴えたものであろうか。

彰が年歯制作に与えた影響で最も外形的なものとして、長文の口語文による

解説文が挿入されるようになったことがあげられる。それまでイ云続年癌に見ら

れる文字といえば、額蔀に描かれた題材と同音異議の漢字による数文字からな

る成匂などに過ぎなかった。しかし彰の新開の影響を受けた改良年聞には、そ

の記述を科用した長文の解説文が挿入されている。三五樹村（1995 : 114）は、留

と文がともに重視された年昭によって、それまで年顕在者過してきた人々にも、

する絵闘として購入されるようになったとする。こうした

の拡大によって、為政者が年i頭；こ着箆し利用し、かっ規

こととなったといえるのではないか。つまり彰翼仲の提唱の影響は絵

ではなく、時の為政者iこも及んでいくのである。

3.官製の改良年商

前述のように、改良年麗の出現によってもたらされた年歯の購買麗の広がり

は、為政者の関心を喚程した。年商生産地を藤下に有する天津では、中華民国

成立早々から為政者が年密による民衆への教育作用を期待して、年闘を審査し

たり制作に関わるなどしている。

五樹村（1998-1 : 11）は、 19 1 3年から 19 1 6年にかけて、藍隷（現再

北省）巡按使公箸天津教育湾社会科が、慈習を改め、取り除くことを旨として、

社会教育に役立てるよう年商を改良させたとしている。その過程ではまず楊榔

脊の年額工房で調査を行ったうえで、天津で石版印刷による多色刷りの年腐を

印行したという。

「破除迷信J（留15)r醇場立雪jf家禽守信j f問委オ教子jf楼議重義jf孟母
捧隣jは、それぞれ挿入文の末尾に朱印で f改良年商jと捺印され、枠外に「藍
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に示されている。 fや

と

1998-1: 13）、

示が出され、またその効果などについても されていたことがわかる。

(2004年12月1日）に市総60 

じ

る

、感俗習寵や毅践の
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改革を推進しており、伝統年調を！日習と見なして一掃しようとしたのではない

か（辻 UII瀬） 2004 : 248）。また当時は裳世凱が帝政復活を企てており、微妙

な時期でもあり、メッセージ性の強い年簡を嫌ったのではないか。たとえば、

中華民国の成立や共和制を民衆が歓迎していたことを表すf中華成立万歳J、「歓

迎共和J（関17)（共に楊柳青）には、「不准翻印j とあり、再販が禁止されたこ

とがわかる。意tを凱が帝位につき国旗も変わるという情報から印馬ljを取りやめ
たという（中国現代美箭全集編輯委員会 1998-2:9）。絵鮪の方も為政者の動き

に法意を払わなければならない情況であったことがわかる。こうしてみると今

や鮪人の喜びとしての飾り絵は、公の貼付物として認

もいえる。

玉樹村（1998-1: 13）によれば、この後、天津教育司によって楊榔脅の絵師

（生没不詳）に年密の改良の管理が委任された。鄭は、まず民衆生活と

関わりの探い泰牛i翠や翠神間などは審査の対象外とした上で、その能の伝統年

を再腹禁止、しばらく留保、得競可能の三つに分類して、大量に印行販売し

などを題材とする少数の作品で、それ以

とした古来より庶民が曙好するもの

されたという。さらに既述の斎鍵F金額誌が印行した f女子自

10）などの改良年額は、

いう。また天津教育科からは、氏関神話や騒史小説の故事を題材とした作品を

制作するよう指示が出されたとする。

こうしてみると、畏毘成立当初の為政者による年商制作への関与は、たびた

び変更されたり、また庶民が古来より愛好してきた題材を排斥するなどしてい

る。前述のように当然政靖なども考i撃されな らないが、改良年甑とし

ての教育作用は認知するものの、民衆のE養好については理解を欠いていたこと

が浮き彫りにされる。また年商の扱いに戸惑っていたともとれ、年爾が民衆の

思想形成に与える影響の大きさを物語るものである。

一方絵師である鄭国劫による裁量は民衆の噌好を熟知しており、官員双方の

理解が得られたと患われる。それ辻 19 3 7年に天津市が行った年醸の審査記

録に添付された書類に、 f調査員鄭国勤jなどとして後の名が記されていること

からも7、依然として鄭が審査に携わっていたことがわかり、その証左となろ

っ。
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となったものの

ることが評髄されている。

好する年簡が印剥を許可されており（辻（）II議）

どが見つかったことは、そうし

も実行されていたこと

の

やでもそれまで外出もままならなかつ

になったc 近代文化の流入によっ

え、そこに住む人々

されるようになっ

るよう

ち

一日ソ
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とりわけ上海の風物を捉えた年画は枚挙iこいとまがなく、上海が近代文化の

代名詞となり、人々の羨望を集めていた一大都市であったことを物語る。 f中外

通酪共慶大放花灯図J（上海）、「寓揺西紳蕗点灯慶太平J（上海）は、 18 4 3 

年に上海を開港してのち、器内外の高人が雲集しそのi最高の盛んなことを喜ぶ

さまを描く。また f新出夷場十景J（上海）のように、開港後の近代文化の流入

による変住を十景として表したものもある。西欧の娯楽や外出する中毘人女性、

震灯、汽率、汽鉛、自較家など、近代文化を象換するものが十景として捉えら

れている。 f溝上第一名関J（上権）のように、上海の行楽地を題材としたもの

も穣数見られる。

またその様子は、上海から遠く離れた地方の絵師によっても描かれている。

行楽地に集う女性たちを措いた f上海八角亭J、自動率に乗る女性や飛行機、洋

鎮を一極面に収めた f上海器家電鉛J、また 19 1 4年11月にイギリスの会社

が南京路に開通させた蕗商議主主を捉えた「四Jll哀景全図J（題J11 は、南京路と交

紹JII路のこと）（図18）などは、いずれも民国初期に持北省武強果で耕作

いる。絵舗が、地域の民衆に近代文化を自のあたりにさせることにより、

に一石を投じようとしたのではないか。また留 18のように、西

る透視法で捕かれたものもあり、瞬法からも斬新な雰屈気が醸し出

これらの園面に欠かせないのが、前掲の十景でもそのーっとして捉えられて

いるように、機思から解き放された女性が外出する姿である。額 18のように

近代文化を象徴する事象とともに描かれていたり、法統行事を描く中に捕かれ

ていたりする。例えば古来より庶民の祭おの娯楽として殺しまれてきた龍飴競

争を描く f鱈龍舟J（関19) （楊柳青） Iこは、それを見物する女性として描かれ

る。壊れ親しんできた風景を措いた画面に挿入された近代女性の様子は、遠臨

地の庶民にも違和感なく受けとめられたであろう。一方 f女子騒主義J（思20)（囲

J 11省綿竹）のように、近代女性そのものを題材としたものもある。

また女性が震設鞠をする姿を描いた「十薬蹴球留J（臨21-1) （挑花鴇）は、気

球が浮かび、近代化が進む上梅の上空を捉えている。難鞠をしている通常足の

満州族と、見物する譲足の漢族の女性がともに遊ぶさまが描かれており、議摸

平等を捉えたとされる（玉樹村 1991上： 339）。ところが国21-2は、臨21-

1と間じ額面に句。妓践」（ロは不鮮明）の文書が挿入されて、蹴鞠をする掲揚
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ある。外語の生活文化などについては、

絵師たち 、関 24-1と
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同じ題材で、呉友如による f酋例成婚J（劉24-2）がある。すなわち新聞や瞬報

などから情報を得て、戦関を描いた年癌が印行されたように、タト菌及び外盟人

の文化・麗習などを、様々な構報源から画面に記錬し、より広範な民衆に伝え

る役割を果たしていたといえよう。

5. まとめ

戦闘場面を播いた持率年簡は、絵師たちの耳giこよって収集された情報をも

とに、いずれも清家の大勝、数を大破する場面が捉えられた。画部には速報や

来電の文書とともに、勝利を告げる挿入文があり、スピード感溢れる戦場の描

写は一層現実味を帯ている。そして諾額成就を冒とし、自出たい場面を描く年

腐の倍統に議わず、そこには中関係I］の勝利の場揺が誇張して描かれた。また各

戦闘場面には、議j永播や翠搭祥、宋援のように、愛国のために死践を震関する

武将も多用される。それはイ云統年留に不可欠の吉祥物や、庶民の敬愛する『三

の関羽のように、彼らによって語り継がれたであろう。

互支た女性が男性にかわって戦闘に赴き、勝手ljをあげるさまが捉えられている

ものもあった。非力な女性でも

散の講和の求めに応じ

て条約を締結する場関を措いたものは、

ったであろう。また屈辱的な条約締結の場顕在率直に描いたものは、庶琵の皮

帝の患いを助長させ、士気を高めるものとなったであろう。このように列強と

の戦闘に関わる時事年甑は、議々な視点、で捉えられた。そして年酒産地も天津、

上権、蘇側、河北、山東など実に犠々で、絵師たちが戦地から遠臨地にあって

も、常iこ構報に耳目を走らせていたことがわかる。

こうした反帝愛国の気還が高まりをみせる中で、彰翠f中の啓蒙活動は展開さ

れた。彰翼仲は民衆を啓蒙活動の対象として、彼らが理解しやすいように、彼

らが曙好する摸離や簡援などを改良してそれに用いるよう提唱した。絵師たち

が彼の提唱を受けて印行した改良年商は、播商法はそのままに長文の口語文か

らなる文言が挿入された。それらは『啓蒙額報』ゃ『京話日報』 iこ掲載された

原文告とほぼそのまま引用したものもあれば、庶民に、より理解しやすい文言に

改められたりして額面に挿入された。これらの改良年踏には、反帝愛国、維新

改良の患いが込められ、華北各地に流通していった。そして地方の絵障によっ
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いずれも

日中間の拭

ための、あるいは戦関を有利に襲爵するための

に打ち出したものであり、後らによる利用がさ

()II議 2000）。このような、いわば為政審の武器と

る動きや、その影饗下に制作された年醸について、

としたい。

な角度から提えられていた。

ることによって、前近代的な社

どの物愛的な近代イヒ

法どかれ自由に外出するようになった

出した。それらによって、中層社会に長期lこ渡って形成

る様々な縦約からの解放が結えられた。

と

（或いは月傍稗）

、l立学裸体のそダンガー
ルとともに、洋競やその室内、外罷犬などが播かれ、また彼女たちがゴルフや

自転事などに興じるさまが描かれた（国2針。モダンガールに辻映酪俳穫が恕F脅

されるなどし、それは都市部の東民の熱い眼差しを一去をに受けたむ

一方年商で誌？？？弁の人々が行き交う臼常の暮らしを明り取ったやに、自

近代文北が描かれており、身近な現実と受けとめることができる。 jヲ扮縛は、

およそ諒民の生活とはかけ離れた夢の世界が描かれ、 ものの親近感
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は抱かれない。憧れの対象として一世を風欝した月｛分牌と異なり、庶民と等身

大に設定された絵蹄の白線を通して描写された年極は、庶民にも手の届くもの

としてより円滑に受容されたと思われる。

近代に現れた時事年蕗iや改良年酪には、絵師の反帝愛菌、維新改良の患、いが

込められていた。年歯が畏衆関で育まれ彼らの患いを反映した絵画であること

に鑑みれば、そこにはとりもなおさず庶民の思いが代弁されていたといえよう。
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改善プロジェクトjの研究成果の一部である。 20 0 5年 1月の北京における

調査では、中富儲家博物館の花実氏並びに中央美術学院の簿松年氏に大変お没

なった。この場を惜りて深く感謝申し上げる。

法

1 :E綴村の苓作においてびたび指織されている（1963:48; 1980a: 12; 1980b; 1991b: 

17; 1995: 107-116など）。 :E綴村（1994.11.15護季節）は、銀翼｛中による年頭について

の論文は平均のw)j{話日報iで発表されたものと思、われるが、いまだ実見には至らず、
溺資することも難しいとしていた。 Eたの論述i土、 1956年から 66年まで政府文化部の

として、生存爾産地で行った調査の際の街き取りによるも

のと思われる。

2 F啓蒙顔幸喜J＇土、 1902年6J1守 1903年2Jミ：第 1続一第7街、 1903年3…7月：第8

冊一第 12僚とする。『京話日報jは、 1904年ト12Jヲ： 1-169号・， 1905年 1-6月： 170-341

号、 1905年 7-12月：342-513号、 1906年 1-4A : 514-654号、 1906年5-9月：655-751

号とする。なおヌド稿ではすべて陰暦月を路腐jミに改めた。

3 たとえば f説戯子念宣改良J(1904年第 106号1頁）、 f[PJ J続（1904年第 107号l

m、f改戯J(1905年第 291号1-2頁）、 f戯本選E緊改良J( 1905年第 442号i~）、「務
禁唱本J(1905年第490号l頁）、 f戯兵改良J(1905 年 500 号 6~）などの社説がある。

4 日本から帰慰した民主運動家2名が秘密築に殺容されたことを『中霊警報j(1906年9

Yl 2おf係長主党之結果J）に掲載したために、室主翼｛中は裳t!.t凱の命によりi議議され、『中
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n宗務日孝義jともに封鎖せられ、問。7匁から新援に 10字問機関されることとな
った（美総量t1996）。主幹亥2存命により l告13年 3Jミiこ錆京し、問委手8）ミに蒋び『京言書箆

の発行そを始めるが、家殺叡の間会解数；こ前後し、得び玄によち封鎖される。 191自

主手袋の死後iこ発行を湾問し、1921俸に彰義仲は病死するが、翌匁4YI；まで発行された0

5 河北綿子の芸人。芸芸名響1L轡など。性笈は翻践で、潔く言葉’任惑に滋れている。 1876

俸は識で河北省琢終双綴科瑳で渓麟を学び、 1879年応援で頭角を現す。後に北京で

淡じるようになり宮廷内にも出入りした。その際緩新派の人工とと緩交をど深長う、戊浅の

政変失敗により、上滋に逃亡するが、 3年後に捺京。光絡米塁手iこ戒態会を設立し、「蒸

などの淡回をプロデユースし、i奴援金でアヘンt:p

f窓輿女子jをプロデユースし、

！士、

」与e
ザ= 

1983）。

6 女学校の設立は、 1844＆手にキリスト数会の活動のやで男女平等の滋欧的見地から、

よって察波に設立されたのが最初（中霊童全思織女連合会 1998:34）。

よる女学校の設立は戊浅致変後、梁草子趨などを発起人として強留保種の見地

から資姿良f去の養成をき丘いとして、 1898年 5月に初めて上海iこ緩:iE女学金が関学した

｛議長ミ波他 19吉3:211-212）。こうした女学校では、いずれも授業科自には体操も含玄

れているが、内容は不明。

7 援護ぎが 1994年 5YI Iこ行つ ける額資で、開館iこより

審査に付総十る各緩践の送り状、展覧会の日

として議められているのがえつかった。 f叉浮終

(1937生存 12月 29段付、第01186号）をはじめとする文警などに f額

8 3五機材（1998-1: 15）；土、徐祭彩 1935

日）、及び王次九 1937

新知議事j苫）などでの記述をあげる。
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(t伎界の歴史 20) 東京：河出撃渓新設
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1996 W滋坊楊家土単年題全集』北京：商苑出版校

主義？村

1957 f没談民間年函j『人民日報J年 1月 11:1第8商

1963 f民間酒販散楽記jf文物』（2) 47…51：夜

1980a f関於民間年筒j『美術研究』（2)12-16 ~ 

1980b f年函jf旅滋.l](1) 28-29真北京：旅瀞雑誌社

1991上 『中国年磁史図録』上上海：上海人民美術出版社

1991下 F中間年磁史図録J下関

1991a 『中層民間年蕗史論集J天津：天主幹檎綴1育館宇土

1991b f橋線青年関史緩婆Jw r:p滋民間年商史論議J5-24頁

OJ京総『綴椀青年E留資料集.l]1959年北京人民美術的版役）

1995 『中国民間年i濁.ll（中国民間文化幾重喜） 杭州： i折iI教育出版社

1998-1 rr:p国現代年i顔史叙姿Jw中国現代美術会主義』年酒巻1 3時 32~ 

続出版社

翁~！主総

1990 rrt1国民族関係史綴要』 北京：中国社会科学出版社

}Iii額千若手

：遼禁事美

2000 F戦争と年額一 f十五年戦争j郊の日中阿国の視党的プロパガンダ－.l] 千紫：袴

出｝絞役

務総食

1985 rw啓蒙溺毅』五考j『新聞研究資料』（30) 191-203~ 北京：中国社会科学院新

間研究所

1996 

黄河

『首都部総大学学卒塁』（社会科学版） (5) 16-24 ~ 

1983 f清朝末年的北京報干IJJ

上海思惑館近代文献部

(41) 171-182爽

2000 n青玉長年商？仁家J上滋図録館館駿精選上海：人民美術出版社
朱徳発

1986 fや留五回文学史j 済南： UJ案文芸出版社

街務印芸書館

1931 『去を近三十五年之中国教育』 北京：商務部番館
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ぬ98 F中間続女遼綴j史21七五t：選手重支出肢宇土

や箆溌代美術会議綴毅委良会

1998…1 

1998…2 

年溺巻 1i審鶴．

停留警告2間

北京： 雑誌栓

験民主・必芸芸念 393-394］署北京：や国大百科出絞殺

議長号明

2001-1 大可愛版（1): 1884年 5flから 1885年4月上海：上海商議

出絞社

2001-2 

5長選手線

1996 

露支潔綴｛也

1955 

辻 ()II議〉 ご子選手

大可愛版（2): 1885匁Olから 1886年4月間

：河北人民出版社

上海，上海人民美術出版社

2003 f生存濁を透してみた役務史ー建留直後一初年代j

267時 288~ 

(4) 

2004 r1日正月の競り絵からさ急致容の新装綴へω近代年阪のお裂を契機とするブロパガ

ンダにおける年磁の震際一Ja平弁j緩和教授退官主記念、中関学・日
夜笈京：自殺？土

ア守幸司

1987 

長智治明

1994 

中野美代子他

1989 

( 1）ー（5) 北京：人災出版社

天津：天津緩練資額校

(30) 長沙：岳援護喜子土

東京：；箆武蓄率店
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1999 f愛国維新殺人彰翼｛中先生Ju北京文史資料』（60) 47-74頁
2000 f文系風流今尚存－E'子生存之前的児童予j物『啓蒙磁報j]Ju数州文史議室引j』（5)24-31 
真

方i菜奇

1981上 『中器近代報引j史』 太涼： U.I商人民出版社
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薄松年

1986 F中層年商史J；露関：遼芸評美術出版宇土

三U.Ii凌

2003 f『点石斎商報』創刊の契機を作った f持率版関J－ロシア収蔵中間民間版画調査

よりJu東方jJ(266）ト11真東京：
数主義

1985 f機花務年函J北京：：文物出版社

1993 やや溺女子教育史J 武渓： i弐淡出版社

ラワンデャイクン寿子他

2004 fチャイナドヲ…ムー織かれた機れの中国一広東・上海』 福間．梅岡アジア美術銭

｛せl

梁激渓

1960 f記彰翼伶先生一清求愛国維新遼動

98-126 J'](北京：

林培炎

『文史資料選毅jJ(4) 

2004 r志向道合的文化啓蒙先駆ー彰翼｛中与Ji］病没夜幸設業活動中的綴縫合作j『新開春秋J

(8) 8-9頁
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